
安
全
で
持
続
可
能
な
狛
江
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く

り
～
市
民
の
力
と
市
民
の
声
で
推
進
し
よ
う

①
里
親
や
そ
の
制
度
の
周
知
・
啓
発
は
虐
待
の

予
防
や
社
会
的
養
護
へ
の
関
心
の
た
め
に
も
必

要
。
市
は
力
を
入
れ
る
べ
き
②
公
的
支
援
を
使
え
る

よ
う
な
配
慮
あ
る
親
支
援
を
③
社
会
的
入
院
と
は

④
児
童
自
立
支
援
施
設
の
役
割
と
特
徴
⑤
愛
光
女
子

学
園
と
の
交
流
機
会
は
⑥
一
般
社
団
法
人
Ｃ
ｏ
ｌ
ａ

ｂ
ｏ
の
活
動
と
市
の
認
識
⑦
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ゲ
ー
ム
障
害

を
新
た
な
依
存
症
と
し
て
認
定
し
た
。
市
の
対
応
は

⑧「
大
人
の
発
達
障
害
」の
市
の
認
識
と
支
援
内
容
は
。

①
里
親
月
間
等
で
周
知
、
理
解
促
進
に
注
力
し

て
い
る
②
親
の
状
況
等
に
配
慮
し
た
体
制
構
築
が

重
要
③
生
活
環
境
等
の
事
情
に
よ
り
引
き
続
き
入
院

す
る
こ
と
④
不
良
児
童
等
の
健
全
育
成
と
自
立
支
援

の
た
め
の
施
設
⑤
七
夕
ま
つ
り
や
運
動
会
等
の
行
事
で

交
流
⑥
居
場
所
の
な
い
少
女
た
ち
に
手
を
差
し
の
べ
る

意
義
の
あ
る
活
動
⑦
研
修
等
へ
参
加
し
職
員
の
専
門

性
強
化
に
努
め
る
⑧
大
人
の
発
達
障
が
い
理
解
は
重

要
。精
神
保
健
福
祉
手
帳
等
の
取
得
や
サ
ー
ビ
ス
導
入
。

現
代
が
生
ん
だ
社
会
問
題
～
虐
待
や
ゲ
ー
ム
依
存

大
人
の
発
達
障
害
を
と
も
に
考
え
る
た
め
に

①
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
の
企
画
の
特
徴
と
来
場
者

数
、
推
移
②
ベ
ラ
ン
ダ
ｄ
ｅ
キ
エ
ー
ロ
の
実
施

ま
で
の
経
緯
と
今
年
度
の
取
り
組
み
、
モ
ニ
タ
ー
講

習
会
の
内
容
と
所
感
③
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
目

的
と
効
用
④
狛
江
市
教
育
委
員
会
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
は
い
か
に
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
こ
ま
バ
ス
」
の
課
題
。
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
⑥

小
平
市
の
取
り
組
み
へ
の
認
識
。

①
多
数
の
体
験
型
ブ
ー
ス
な
ど
楽
し
め
る
企
画

で
、
来
場
者
数
１
７
０
０
人
と
年
々
増
加
②
国

立
市
を
参
考
に
開
始
。
講
習
会
を
３
回
実
施
。
楽
し

み
な
が
ら
継
続
し
て
取
り
組
み
を
伝
え
て
い
る
③
雨

水
の
有
効
利
用
。
下
水
道
負
荷
や
浸
水
被
害
軽
減
④

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

支
援
方
法
を
検
討
⑤
相
互
通
行
や
増
車
、
増
便
な
ど

要
望
が
あ
る
が
市
内
道
路
環
境
等
が
課
題
。
出
来
る

と
こ
ろ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
⑥
行
政
・
住

民
が
一
体
と
し
た
事
業
展
開
が
出
来
て
い
る
と
認
識
。

※９…本人の了解を得ずに、公にしていない性的指向や性自認等の秘密を暴露するこ
と。

※１０…性的指向や性自認に関係するハラスメント。
※１１…緊急時にすぐ食品を確保するための様 な々支援の体制・活動の総称。
※１２…品質に問題がないにもかかわらず、市場に流通できなくなった食品を企業等から

提供を受けて、食べるものに困っている方に届ける活動。
※１３…家庭で余った食品を持ち寄り、福祉施設やフードバンクなどを通じて寄付する活動。
※１４…自宅や職場・学校でもない、自分らしい時間を過ごせる第3の居場所。
※１５…SustainableDevelopmentGoals（持続可能な開発目標）の略称。
※１６…EducationforSustainableDevelopment（持続可能な開発のための教育）

の略称。持続可能な社会づくりの担い手を育む教育。
※１7…JikeiAcademicNursingPracticeCenterforCommunityの略称。東京

慈恵医科大学地域連携看護学実践研究センター。

市
政
課
題
に
関
し
て

①
教
科
書
採
択
に
係
る
教
育
委
員
会
等
、
市
民

が
傍
聴
可
能
な
会
議
の
ネ
ッ
ト
公
開
は
可
能
か
。

②
人
事
同
意
案
件
に
つ
い
て
。
議
会
へ
の
資
料
と
し

て
略
歴
書
以
外
に
当
該
候
補
を
見
定
め
る
方
法
論
は
。

③
狛
江
市
第
四
次
基
本
構
想
素
案
に
つ
い
て
。
第
三

次
構
想
と
比
較
し
て
「
財
政
の
健
全
化
」
の
文
言
が

「
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
」
へ
変
化
。
財
政
健
全

化
の
視
点
が
引
き
続
き
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

う
。

④
庁
内
の
ブ
ラ
ウ
ザ
環
境
に
つ
い
て
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
以
外
の
ブ
ラ
ウ
ザ
へ
の

切
り
替
え
に
つ
い
て
総
務
部
の
役
割
を
伺
う
。

⑤
市
内
の
潜
在
的
な
元
看
護
師
の
実
態
数
値
に
関
し
、

市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
状
況
と
の
こ
と
。
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
設
立
の
目
的

を
伺
う
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ
で
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
。
Ｊ
リ
ー
グ

Ｆ
Ｃ
東
京
と
市
と
の
接
点
を
伺
う
。

⑦
都
市
緑
地
法
改
正
に
呼
応
し
、
市
域
の
狭
い
狛
江

市
で
は
民
有
地
や
民
間
を
活
用
し
た
緑
地
空
間
確
保

の
動
き
を
政
策
的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

①
特
段
、
例
規
上
の
制
約
は
な
い
と
考
え
る
。

②
他
の
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

③
「
財
政
健
全
化
」
も
当
然
に
重
要
と
い
う
認
識
の

下
、
限
ら
れ
た
財
源
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
計
画
的
な
財
政
運
営
が
大
切
と
考
え
、

社
会
変
化
を
捉
え
て
よ
り
発
展
し
た
形
で
整
理
し
た

④
多
様
な
ブ
ラ
ウ
ザ
環
境
へ
の
対
応
を
促
す
。

⑤
看
護
学
科
教
員
が
、
医
師
や
福
祉
関
連
の
多
職
種

と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
活
動

に
取
り
組
み
、
教
育
に
還
元
す
る
。

⑥
桜
ま
つ
り
、
市
民
ま
つ
り
、
い
か
だ
レ
ー
ス
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
、
出
店
や
協
賛
品
の
提
供

な
ど
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑦
緑
の
基
本
計
画
の
改
定
に
併
せ
て
検
討
。
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※
15

※
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※
17

※１…都市に対する市民の誇り、愛着。
※２…医師やその他医療専門職等と連携を取り、在宅の患者への看護サービスを提

供する訪問看護事業所。
※３…コンピューターに動きを指示するために使われるプログラムを学ぶ教育。
※４…18歳までの子どもを対象とした、電話やチャット等によるカウンセリングを行う慈

善活動。
※５…一つの場所で様 な々相談ができる場所のこと。
※６…農地の上に太陽光パネルを適切な高さや間隔で設置し、作物の収穫と売電によ

る収入が得られるよう考えられたもの。
※７…普段から少し多めに食材を買っておき、食べた分だけ新しく買い足し、常に一定

量の食材を備蓄しておく方法。
※８…二輪もしくは三輪自転車を使い、人力により乗客を運ぶタクシー。


